
















































































































































うもので，PBL の実践に置き換えた場合は，問題の 80％は課題の 20％を正確
に認識することで解決されるということになる。膨大な情報量を処理すること
を求められた場合，限られた条件の制約のもとで問題解決のプロセスを進める






















































































































































民（Internally Displaced Persons: IDPs）プロジェクト，などが構想される。












































































　次に，ひとつの事例として，平成 25 年度 11 月 2 日・3 日におこなわれた大
学祭でのゼミ企画を中心に，1 年生から 4 年生までのゼミナールを学習単位と
して実施した PBL 実践について報告する。PBL 実践にあたっては，同年 6 月

































図 1　学習者が PBL 実践で学んだと感じた項目別の割合






「図 2　学習者が PBL 実践に参加してみた評価」の通りとなる。
図 2　学習者が PBL 実践に参加してみた全体評価の内訳
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